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インターバンクの声 （2015年 8 月 5 日） 
 

ドルは対円、ユーロともにロンドン、ニューヨーク市場でも上値の重い取引

が続き、そのまま静かに一日を終えると思われた。しかし、連邦公開市場委

員会（FOMC）メンバーの中でも中道的で FOMC コンセンサスを代表するような

アトランタ連銀のロックハート総裁がウォールストリート・ジャーナルとの

インタビューで、９月の利上げが適切になりそうだとの認識を示したことが

伝わると、為替市場もにわかにドル買いが優勢になった。ポジションが大き

くドル・ショートに傾いていないこともあり、所詮ドル円で５０銭、ユーロ

で７０ポイント程度の変化とは言ってしまえばそれまでだが、雇用統計の発

表が金曜日に控えている割には反応が大きかった気もする。ただ、ドル円は

最近話題になっている“黒田ライン”を昨日も超えることはなかったが、雇

用統計次第では久々に１２５円に乗せる流れが戻りそうだ。利上げへの警戒

感から NY・ダウや S&P500 も下げたものの下げ幅は大きくなく、利上げによる

負担よりもより強い景気期待を優先させたような印象だ。今晩発表される ADP

雇用統計も数字次第では、金曜日を待たずにさらにドルを買い進めるかも知

れない。 
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